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1.3 ドローンビジネスの市場規模 

1.3.1 国内の市場規模 

 

 

ドローンビジネスの市場規模は、機体とサービスと周辺サービスの３つで構成される。 
機体市場は、業務用（固定翼及び回転翼、ローバー型、ボート型、潜水艦型）の完成品機体の国内での販売金額。軍
事用は含まない。サービス市場は、ドローンを活用した業務の提供企業の売上額。ただし、ソリューションの一部分
でのみドローンが活用される場合は、その部分のみの売上を推計。企業や公共団体が自社保有のドローンを活用する
場合は、外部企業に委託した場合を想定し推計。周辺サービス市場は、バッテリー等の消耗品の販売額、定期メンテ
ナンス費用、人材育成や任意保険等の市場規模。 
※本年度から機体市場に、ローバー型（陸上）、ボート型（水上）、潜水艦型（水中）の無人機（ドローン）も含む 

出所：インプレス総合研究所作成 
資料1.3.1 国内のドローンビジネス市場規模の予測 

 

2017年度の日本国内のドローンビジネスの市場規模は 503億円と推測され、2016年度の 353億円から

150億円増加している（前年比42％増）。2018年度には前年比71％増の860億円に拡大し、2024年度に

は 3,711億円（2017年度の約 7倍）に達すると見込まれる。 

2016年
度

2017年
度

2018年
度

2019年
度

2020年
度

2022年
度

2024年
度

周辺サービス 65 138 189 279 355 398 451

サービス 154 155 363 567 917 1,599 2,530

機体 134 210 308 394 481 624 730

合計 353 503 860 1,240 1,753 2,621 3,711
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分野別に見ると、2017 年度は機体市場が 210 億円（41.7％）と最も高く、サービス市場が 155 億円

（30.8％）、周辺サービス市場が 138 億円（27.4％）と続く。各市場とも今後も拡大が見込まれており、

2024 年度においては、サービス市場が 2,530 億円（2017 年度の約 16 倍）と最も高くなり、機体市場が

730億円（2017年度の約 3.5倍）、周辺サービス市場が 451億円（2017年度の約 3.3倍）に達する見込み

である。 

 

機体市場は、DJI の MAVIC などに代表される小型機の性能が向上し、手軽に扱えるようになったこと

で、小型機の業務活用への検討がはじまりつつある。2018 年度以降は、ドローンの業務活用のパーソナ

ル化（ドローンの携帯化）が進んでいくことが予想される。 

また、陸上や水中など空以外のエリアでも無人機の開発・販売が進み始め、業務への活用の検討が始

まっている。 

 

サービス市場において、すでに市場が形成されつつあるものは、農薬散布や空撮、土木測量、ソーラー

パネル等の設備点検などである。災害調査では、公共だけでなく、損害保険会社の損害査定で活用がはじ

まっている。 

その他、サービス開発に向けた民間企業主体の実証実験が数多く行われている。地方自治体も、様々な

企業や団体と災害協定を結び、実証実験を行っている。 

2018 年度以降は、非 GPS 環境下での安定飛行といった課題が解決されつつあることとドローンによる

検査システム（自動航行やデータ管理システム）が開発されたことにより、インフラ（橋梁やトンネル等）

や構造物点検（工場、ビルなど）がより一層進むことが予想される。また、国土交通省と経済産業省によ

る検討会において議論が進んでいる人口集中地区以外における目視外飛行について、ガイドラインが策定

されることにより、離島や山間部等での拠点間物流や広域調査でのドローン活用が進んでいくだろう。 

また、エンドユーザーへの投資対効果をより明確にすることによって、ドローンを活用したサービスの

定着、拡大が進んで行くとみられる。 

 

周辺サービス市場のうち、バッテリー等の消耗品の販売額、定期メンテナンス費用、任意保険について

は機体市場の拡大に合わせて成長していくと予想される。 
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出所：インプレス総合研究所作成 

資料1.3.2 サービス市場の分野別市場規模 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2022年度 2024年度

その他サービス 0 1 53 62 80 110 146

屋内 0 3 6 15 30 150 210

物流 0 0 5 10 30 50 100

防犯 0 0 30 50 70 70 70

検査 2 5 38 94 219 524 970

空撮 12 15 20 28 40 57 88

測量 30 23 36 90 188 168 186

農業 110 108 175 218 260 470 760
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2.1 ドローンの利用が期待される分野 

以下は、各分野におけるドローンの用途をまとめたものである。 

 

農林水産業 農薬散布 
（肥料散布、種まきなど） 

点検 橋梁・トンネル点検 

精密農業 ダム点検 

害獣対策 鉄塔・送電線の点検 

水産業 ソーラーパネル点検 

林業 屋根点検 

土木・建設 工事進捗 ビル壁面点検 

土木測量 下水道点検 

建築測量 倉庫工場 設備点検 

部品・商品搬送 

空撮 映画・ドラマ・CM などの 
商業空撮 

在庫管理 

観光空撮 鉱業 鉱業 

不動産空撮 計測・観測 地図情報収集 

ニュース報道 環境モニタリング 

イベント撮影 保険 損害保険 

搬送物流 通常搬送（拠点間・個別） エンタテイン
メント 

ドローンレース 

ショー 

VR/AR 

緊急搬送 通信 基地局 

防犯監視 不審者侵入監視 公共 現場状況把握 
（事件・災害状況把握） 

巡回監視 被害状況調査 
（自然災害・人為災害） 

イベント監視 捜索活動 

資料 2.1.1 ドローンの利用分野一覧 

 

ドローンの用途は多岐にわたっている。現状、ビジネスとして考えられるだけで 13 分野(39 項

目)以上あり、用途の広がりをみせている。次節から各分野別に現状や活用事例、分野特有の課題、

技術的及び社会的な課題と今後の展望についてまとめる。  
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2.2 農林水産業 

農業分野では、ドローンの利用は大きく分けて「農薬散布」、「精密農業」、「害獣対策」の３

つにわかれる（そのほかには肥料散布や種まきなどもある）。 

精密農業は、生育観察レベル（空撮見回り）程度から植生解析（植物の健康状態、病害虫の発生

状況など）まで幅広い用途が考えられる。 

害獣対策は、イノシシやシカなどが人里に下りてきて、農作物に被害を与える事態が各地で生じ

ており、その生態把握にドローンの活躍が期待されている。 

水産業は、水上ドローンを活用した餌まきを行う養殖業や赤潮被害対策などにドローンを活用す

る可能性がでてきている。 

林業は、里山保全管理や森林資源の利活用に向けた、ドローンによる森林調査が進められている。 

■ロードマップ 

 

■現況と課題、今後の展望 

農林水産業における、日本特有の課題としては、二つの視点がある。農業現場が抱える課題と農

業の産業化に向けた課題だ。 

まず、農業現場が抱える課題として、就労人口の減少、一人あたりの管理農地面積の増大、それ

に伴う新規就農者に向けての知の伝承手段がないこと、海外への輸出を見越した「見える化（農薬

量の話など）」が求められているのが現状である。 

農業の産業化は、政府が掲げる施策であるが、農業が産業化するためには他の産業と同様に、情

報システムの活用が進められなければならない。 
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その課題解決のために、「農業現場」に対しては、ドローンによりデータ収集をしたうえで分析

し、自動化して農薬や肥料の散布を可変（適切なところに適切な量をまく）で行い、効率化を図る

取り組みが進められている。また、ドローンを活用することで、今まで人が経験と勘で行っていた

作業の暗黙知を形式知化し、経験者の知の伝承手段を図ることができるだろう。 

農業の産業化という点では、いつどんなものがどのくらい生産物として納められるかといった農

作物の情報化への寄与や、生産過程における「見える化」が進むことが期待される。 

一方で、日本は、すでに農作技術が高く、農作地の面積が他の国々に比べて狭い。そうした環境

では、収量の増加や作物の品質向上、病害虫による農作物被害の軽減など様々な効果に対して、実

感が得られにくい面もあり、精密農業のメリットが感じることが難しい。 

今後、精密農業を推進するためには、農業全体市場でとらえていくことが重要である。つまり、

生産する農作物が消費者に届くまでの様々なコスト（物流、宣伝販促費）や食品加工業者などが捻

出しているコストも含めて農業の産業全体で費用対効果を見極めながら取り組んでいく必要がある。 

2.2.1 農薬散布（肥料散布、種まきなど） 

■現況 

日本国内では農薬散布において、1990 年代から産業用無人ヘリが利用されていた。2016 年 4 月

農林水産省がドローンでの農薬散布のガイドライン「空中散布等における無人航空機利用技術指導

指針」を定めており、本格的に開始されている。日本の農家の一戸当たり経営耕地面積 1は平均

1.72 ヘクタール（平成 29 年、北海道を除く都府県平均）と言われており、今後、ひとりあたりの

管理農地は増えていくだろう。農林水産省が発表した、経営体育成支援事業において、新たな技術

を活用した機械等（ドローンなど）の導入について、優先枠を設けて重点的に支援することが発表

されている。 

■ドローン活用のメリット・特長 

 ・労働負担の軽減（ひとりでも手軽に作業が行える） 

 ・健康被害の軽減（人による散布での農薬の吸い込みが無くなる） 

・（従来の産業用無人ヘリと比較して）機体コストの低減および操作のしやすさ 

 ・（従来の産業用無人ヘリと比較して）作業の効率化 

■主なプレイヤー 

・ハードウェア 

 ヤマハ発動機、DJI､エンルート、TEAD、自律制御システム研究所、クボタ、丸山製作所、東

光鉄工（株）、スカイマティクス、MAC－FACTORY など 
                                                        
 
 
1 農林水産省, http://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/10.html 
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・サービス 

 ドローンオペレーターなど農薬散布を請け負う事業者 

■活用パターン 

農家がドローンを購入して自ら農薬散布するパターンと、作業を請け負うサービス事業者へ依頼

して農薬散布してもらうパターンにわけられる。今後は、農家が農薬散布サービスを利用するパ

ターンが多いと思われる。 

 

■費用 

・利用者が購入する場合：機体購入に 150 万円～350 万円程度。別途、農薬代が必要 

・農薬散布サービスの費用：1 ヘクタール 8000 円～10,000 円程度/回（農薬代が費用に含まれるか

は場合による） 

  

※利用する農家から見ると費用対効果がわかりづらく、費用への納得感があるかどうかがポイント

となる。 

 

■ハード 

農薬散布専用機。ヤマハ発動機、DJI､エンルート、TEAD、自律制御システム研究所、クボタ、

丸山製作所、東光鉄工、スカイマティクス、MAC－FACTORY などの農林水産省認定機体。 

■課題 

① 分野特有の課題 

 ・機体及びサービスのコスト負担 

 中小規模の農家がコストをかけてドローンを使用し散布するのと、人の手で散布するのとを比

較して、かかる費用に効果が見合うかが課題である。人が散布作業を行うのとドローンでの作

業のコストを対比することになる。 

また、散布時期が重なるため、農家同士の機体のシェアリングも難しい。 

② 技術課題 

・農薬散布の安全性（他圃場への飛散（ドリフト）と農薬濃度の調整） 

産業用無人ヘリの際は、下に吹き付ける力（ダウンウォッシュ）が強いが、ドローンの場合は

吹き付ける力は弱く、所定の圃場以外の場所へ農薬が飛散してしまう可能性がある。また、散

布する農薬の濃度についても課題がある。薄く散布してしまうと農薬の効果は弱くなり、濃く

散布してしまうと濃度規定を超えてしまう危険性がある。 

・正確性 

自動航行の場合、航行にずれが生じる。また、現在は自動航行は農水省のガイドライン上認め

られておらず、人が操縦しなければならない。人の操縦では、オペレーターの技術に依存して

しまい、農薬散布にムラが出てしまう可能性がある。 
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・手法 

 果樹の場合は、横から農薬を吹き付ける必要があるが、その技術が確立していない。 

  ハウス内で作業したい場合は、ドローンの室内（非 GPS 環境下）測位が可能になり、安定 

した飛行を行うための技術が必要。 

・ドローンの農薬散布に適した薬剤 

 ドローン散布に適応した農薬はまだ少ない。今後、ドローンの農薬散布に適した薬剤の種類が

増え、様々な作物に散布ができるようになる必要がある。 

・肥料 

 肥料は粒剤が多い。粒剤散布する際に、肥料タンク部のバランスがくずれないような構造が必

要。肥料に関しては、可変施肥（生育不良のところのみに肥料をまく）が必要になるため生育

情報のデータと連携したドローンの開発が必要。 

③ 社会的課題 

 ・技術の向上に合わせた柔軟なルール策定 

  現状は各メーカーがパイロット教習や機体メンテナンスを行うために、各地域に拠点を設ける

ことが求められている。この状況は、メーカーにとって負担である。 

また、ユーザーの視点からみると、機体が多様化することにより、各メーカーの農薬散布機ご

とに認定をとらなければならず負担である。 

④ 普及のための課題 

国が新たな技術を活用した機械等（ドローンなど）の導入支援を検討しており、支援策が

2018 年度に動き出そうとしている。今以上に普及が進むことが予想される。しかし、サービ

ス事業者が支援を受けられない可能性があり、現状のビジネスモデルに則さないケースも考え

られる。 

■市場成長性 

農薬散布の潜在市場を考えるうえで、日本では 150万ヘクタールの稲作圃場が存在し、そのうち

の 50 万ヘクタール（全体の 3 分の 1）が、産業用無人ヘリを利用して農薬散布が行われてきた。

ドローンの登場により残り 100 万ヘクタール（全体の 3 分の 2）の稲作圃場への展開が予想され

る。課題が解決されるにしたがって、畑作や施設園芸といった範囲まで広がっていくことが予想さ

れる。 

 機体コストが下がり、サービスを行うときのベースコストが下がったことはポジティブな要因で

ある。今後、農薬散布は比較的参入障壁が低いため、ドローンのサービス提供事業者が増えるにつ

れて、農薬散布サービスをメニュー化する事業者が増えることが予想される。それにより、サービ

ス価格が低下し利用者も増加するとみられる。また、機体メーカーは海外への展開も可能な分野で

ある。 
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3.2.3 日立システムズ 

■企業概要 

会社名 株式会社日立システムズ 
URL https://www.hitachi-systems.com/ 
所在地 東京都品川区大崎 1-2-1 
設立 1962年 10月 1日 
資本金 19,162百万円 
代表者 代表取締役 取締役社長 北野 昌宏 
事業内容 システム構築事業 

システム運用・監視・保守事業 
ネットワークサービス事業 
情報関連機器・ソフトウェアの販売と開発 

社員数 10,249名 （2017年 3月 31日現在、単独） 
18,423名 （2017年 3月 31日現在、連結） 

■概要 

・日立システムズはロボティクスサポートサービスを展開しており、ロボット導入案件について、企画か

ら導入・運用までサポートしている。その中のひとつのテーマとしてドローンに取り組んでいる。 

・全国のサービス拠点やクラウド基盤を活用し、ドローンの操縦や撮影代行、撮影した画像の加工（3 次

元モデルの生成等）と分析、パブリッククラウドも活用したハイブリッドクラウド環境でのデータの保

管・管理、さらには業務システムとのデータ連携を支援する「ドローン運用統合管理サービス」を

2016年 10月より提供している。 

■直近 1年間のドローンに対する取り組み 

2017年 11月 「ドローン運用統合管理サービス」のデータ加工・診断機能を強化 

■サービス開始の背景 

ドローンの利用が急速に拡大している。特に建設業界では、国土交通省が主導して建設生産システム全

体の生産性向上をめざす取り組みである「i-Construction」においてドローン等の活用が推奨されている。 

しかし、ドローンによる空撮、撮影したデータの保管、各種業務アプリケーションで利用可能な形式へ

のデータの加工などを自社ですべて実施することは、技術や設備、費用などの面から非常に困難である。

そのような背景から、ドローンの活用を一貫してサポートするサービスやソリューションを提供すること

に取り組んでいる。 
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■サービスについて 

（１）ドローン運用統合管理サービス 

ドローン運用統合管理サービスは、ドローンの操縦・撮影代行、画像加工、データ保管、システム連携

までをワンストップでサポートするサービスである。 

機体の調達、維持、メンテナンスから、申請作業、操縦、撮影写真やデータの共有まで、ドローンの活

用に必要な一連の業務を代行。知識や経験の少ない顧客でも、面倒な作業を行うことなくドローンをビジ

ネスに活用することができる。 

撮影データから 3次元モデルを生成するデータ加工機能、世代管理による過去データとの差分抽出など先

進的な技術を活用し、データの加工、解析、分析を行う。AI（人工知能）などの技術を活用し、劣化箇所

を自動的に抽出したり、過去の状態と劣化の差異を比較したりできる自動劣化診断機能も開発している。

また、編集した各種データをさまざまな業務システムと連携させることで、顧客のビジネスにスムーズな

活用が可能である。 

その他、空撮した撮影データに加え、加工後の 3次元モデルなど膨大な容量のデータを、日立システム

ズのデータセンターをもちいたセキュアな環境で保管・管理。顧客のニーズに合わせ、クラウド基盤をハ

イブリッドに連携した保管・管理も可能。機密性の高い重要データを、流出・改ざん・消失などの心配な

く活用することができる 

 

 

出所：日立システムズ、ウェブサイトより 

（https://www.hitachi-systems.com/ind/robotics/robots/drone/service/index.html） 

資料3.2.14 ドローン運用統合管理サービスの概要 
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（２）ソリューション 

ドローン運用統合管理サービスを活用したソリューションとして以下のようなものが挙げられる。 

 

① インフラ・施設・設備点検 

橋梁や高層構造物、ダム、発電所、鉄工所、プラント、基地局、送電線、大型船舶、下水道管などの点

検業務で活用する。ドローンの空撮画像（2 次元）から、構造物全体の 3 次元モデルをクラウド上で生成

し、構造物の劣化箇所が全体のどこにあるかをひも付けて管理できる。また、AI（人工知能）などの技術

を活用し、劣化箇所を自動的に抽出したり、過去の状態と劣化の差異を比較したりできる自動劣化診断機

能も開発中である。 

これにより、構造物管理時の紙図面から 3次元モデルへの移行や、構造物点検時の目視から写真利用へ

の移行などを実現し、点検・管理業務の効率向上やサービス品質の向上に貢献するとともに、これまで人

手で時間やコストを掛けて実施していた危険が伴う高所点検や、広範囲点検を、ドローンによる写真点検

に置き換え、安全かつスピーディーに行うことが可能となる。 

 

 

 

出所：日立システムズ提供資料より 

資料3.2.15 3次元モデル上での劣化箇所の管理イメージ（上）と機能の提供イメージ（下） 
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② i-Construction対応 

ドローンなどを活用し、現場作業の大幅な工期・工数の削減を実現する。 

ドローンを活用した測量により期間・工数削減が可能となり、測量・出来高管理が従来の 1/50（2 万平

米の場合）を実現する。 

 

出所：日立システムズ提供資料より 

資料3.2.16  i-Construction対応 

 

（３）使用機体や運用体制など 

・機体は目的、積載するカメラやセンサー等に合わせて選択する 

 

・安全に飛行させるために、飛行は基本的に 3名体制で行う 

・安全に対するガイドラインを自社で策定している 

 

（４）費用 

①ドローンの操作・撮影 

 50,000㎡(200m × 250m)以上：300,000円／回から 

 400,000㎡(200m × 2,000m)以上：600,000円／回から 

  ※撮影精度、環境により変動するため、上記は参考価格であり、詳細は個別見積もり。 

②撮影データの保管 

 初期費：30,000円から 

 経常費(50ID、50GB)：70,000円から 

空撮
3次元（加工） UAV測量

出来型管理

検 査4測 量1

土量の検査（廃棄目的）
現場

進捗管理
お客様がDCへアクセス

2

必要なデータ算出

これまでの
情報化施工の
部分的試行

3次元
データ納品作成

i-Construction
対応

（日立システムズ
提供サービス）

従来方法 測量の実施 設計図から
施工土量を算出

書類による検査

3次元
データ作成

・重機の日当たり
施工量 約1.5倍

・作業員 約1/3

After

Before

３設計・施工計画 施 工

・丁張りに合わせて施工
・検測と施工を繰り返して整形
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■実績 

・問い合わせ件数 100件以上。主に建設業と点検業者、損害保険会社からの問い合わせが多い。 

■他社との明確な差別化要因は 

・日立システムズが運営するセキュアなデータセンターで大量のデータを保管できること 

・ドローンで撮影した 2次元画像（写真）と生成した 3次元モデルでの該当箇所をひも付けできること 

・日立グループと連携してサービスをワンストップで提供できること 

■ビジネスモデル 

・空撮サービスやドローン運用統合管理センターの利用料など 

■今後強化していきたいこと 

・構造物の自動劣化診断、営繕という分野、単純な空撮ではなく、データセンターにデータを預かること

ができるものはなにかを考えていく 

■目標 

・2017 年度以降は、金融・保険業や製造業向け、社会インフラ分野向け、運輸・物流業向けなどにド

ローンを活用した事業を推進し拡販する。2020年度までに200社以上の導入を目指す 

■今後の展望 

・JUTMなど運行管理システムとの連携も考えていきたい 

 

出所：日立システムズ提供資料より 

資料3.2.17 将来構想 
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4.1 ドローン分野の知的財産 

本章では、ドローン分野における知的財産に関して説明する。 

産業の黎明期においては、技術分野にかかわらず、特許出願をはじめとした多くの知財投資が行われる

ことが多い。特に、ドローンは要素技術の塊であり、各要素に知的財産が生じ得る。 

各事業者は、国家に対して申請（特許出願等）を行うことにより独占排他権（特許権等）を得てその技

術に関する事業を独占したり、またはその技術内容を秘匿することにより事実上の独占を行うことによっ

て、事業への参入障壁を築き競争優位性を獲得しようと活動を行っている。 

本節ではドローン及びその周辺を取り巻く領域に存在している代表的な知的財産をまとめ、次節以降に

おいて、特に特許を中心に世界及び日本における出願動向を概説する。 

4.1.1 ドローンにまつわる代表的な知的財産 

以下は、知的財産とそれを保護するための権利との対応関係を整理したものである。 

例えば、ドローンの機体技術や、機体制御のためのソフトウェア技術については、特許権又は実用新案

権によって保護することができる（ソフトウェアは実用新案権の保護対象外）。また、ハードウェアのデ

ザイン（ハードウェアの液晶画面等に表示される一定のＵＩも含む）については、意匠権によって保護す

ることができる。更に、機体の名称及びサービスの名称、ロゴデザインについては、商標権によって保護

することができる。また、プログラムそれ自体については著作権によって保護をすることができる。 

 

資料4.1.1 ドローンにまつわる代表的な知的財産の例 

4.1.2 技術の分野と解決の方法 

以下の図は、技術の分野をバーティカルな軸に、その分野に存在している課題を解決する方法をホリゾ

ンタルな軸にとったものである。知的財産は、バーティカルな軸とホリゾンタルな軸との交差点に生じる。

即ち、「農業」の分野において例えば「ドローンを利用した効率的な農薬散布」という課題が存在してい
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